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グローバル探究プラス
～高校生国際会議へ向けた放課後活動～

本校ではグローバル探究プラス（毎週木曜日放課後，１・２年生希望者を対象。以下，「グロ探プラス」）として，英語活動（イ
ングリッシュサロン）・学外ワークショップ（イノベーションラボ）を実施してきた。また，探究甲子園や全国高校生フォーラム等
に参加する生徒へ指導を行った。さらにＶＲ技術を導入したプレゼンを実施したり，高校生国際会議の企画・運営を行ったりしてき
た。本紙ではこれらの活動報告を行い，次年度へ向けた課題を整理する。

Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０に向けたイノベーティブな活動

指 導：本校教員，講師

イノベーションラボ

参加生徒：それぞれ希望者

高校生ビジネスプラン・グランプリ
(日本政策金融公庫)※1

全国高校生ＳＲサミットＦＯＣＵＳ
(学校法人立命館) ※1

高校生起業家教育講座
(大阪府立大学) ※1

探究甲子園
(関西学院大学) ※1

全国高校生フォーラム
(文部科学省) ※1

活 動：

日本政策金融公庫講師による出張講義

生徒が提出した動画の一部

全国高校生フォーラム
に参加する生徒

高校生国際会議実行委員会

ＳＤＧｓやさまざまなグローバル課題に関する英語によ
る諸活動

運営主体：
本校教員
海外交流アドバイザー
外部講師

活動テーマ例：
「つくる責任 つかう責任」
英文マンダラート
夏休みの話，Hangmanゲーム
英語ディスカッション
食品ロスを減らすには
What to do with plastic waste?

イングリッシュサロン

参加生徒：
グロ探プラス生徒全員

活動の様子

活動の例：

総務委員
高校生国際会議全体の
計画，雑務等

ワークショップ委員
分科会以外の活動
を企画

おもてなし委員
自国紹介・フェアウェル
パーティー等の企画

ＩＣＴ委員
ICT機器関係の設定
技術的な

→状況共有にはGoogleクラスルーム
を利用

→委員会の議事録例

・「大阪」をテーマとしたプレゼンを
文化祭で実施
<例> ビリケン，大阪城，ＵＳＪ，文化

・mozilla hubs ※2を利用してＶＲ空間を設計
プレゼン動画をアバターを用いて
ＶＲ空間上で視聴可能に

生徒作成ポスターの例

高校生国際会議の内容に対する
企画と準備
参加生徒：

グロ探プラス生徒全員

それぞれの委員で議事録を作成
→委員会で共有

※1（ ）が運営団体

※2 mozalla hubs
https://hubs.mozilla.com/

↑ＶＲ空間のイメージ（生徒作成）

空間を自由に設計可能
静止画や動画の貼付や
ボイスチャットが可能

高校生国際会議のオンライン実施
を想定した試み

おもてなし委員×ＩＣＴ委員の企画

ワークショップ委員の企画

・高校生国際会議２日目午前1/23(日)9:30～12:00に実施
「カーボンニュートラルを実現するためには ～2050年までの目標～」というテーマで活動
・平野校舎・池田校舎・連携校の生徒４４名がスウェーデン，南アフリカ，インド，日本，
オーストラリア，ブラジル，カナダのいずれかの代表者となって解決策を提案し，
各国合意のもとで条約を作成する。
・当日までの流れ

↑当日の様子

－条約－
①2050年までに，クリーンエネルギーへの移行を目的として炭素税を導入する。（経済面を考慮しパンデミック終息後とする）
②2050年までに，二酸化炭素排出制限の情報，技術提供とカーボンプライシングのルール作成に関する国際組織を立ち上げる
③2050年までに日本とカナダが南アフリカに二酸化炭素を抽出する技術と資金を提供し，南アフリカは抽出した二酸化炭素を農業や工業に利用する。
④2050年までにカナダがインドに情報提供，技術提供を行い，二酸化炭素排出量をともに40～50％削減する
⑤2050年までに炭素産出国が炭素非産出国に輸出を行うネットワークを作成する。

第１回打合せ(zoom)
生徒顔合わせ，連絡先交換，
次回までの課題整理と役割分担

ガイダンス(zoom)
主旨・流れ・ワークシートの使用
方法を連携校へ説明

第２回打合せ(zoom)
ブレイクアウトルームを利用
して各国に分かれて話し合い

第３回～(各国それぞれの方法)
それぞれの国で会議を設定
ワークシートの完成

当日
↑提出された南アフリカのワークシートの一部
ワークシート(生徒作成)に沿って各国が意見をまとめた

成果と課題
成
果
☑生徒の自主的な参加

ワークショップの企画・運営

背景画像：ワークショップ企画において
本校グローバル探究プラス参加生徒のみで実施したプレ会議の様子
生徒たちはトライアンドエラーでワークショップを作り上げてきた

☑連携校との交流

ＩＣＴを活用した他校生徒との協働活動

☑充実した放課後活動

生徒の希望に応じた多様な学習活動
☑交流事業の強化

海外連携校を含む他機関との連携
→今回の高校生国際会議ワークショップは国内連携校生徒との
日本語による交流

☑高校生国際会議へ向けた体制強化
生徒の自主性かつ主体性を促す活動へ向けて早期に役割分担・情報
共有を行い，校内だけでなくＷＷＬ全体としての体制強化が必要

課
題

https://hubs.mozilla.com/

